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あらまし：医療の質を高めるには患者の訴え（主観データ）に耳を傾けることが重要であり，熟練看護師

はそのための能力を身につけている．本研究ではこの能力が看護実践でどのように現れるかについての教

材の作成をめざす，方法としては電子カルテ上の主観データに注目し，それがどのような看護観察知によ

り得られたかをインタビューする．そこでは医療行為の文脈を問題指向で示すことで，看護師による看護

実践の振り返りを促す. 
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1. はじめに 
医療サービスの質を高めるために,疾病や障害と

いった医学的な問題だけでなく，患者の生活や心理

面でかかえる問題（プロブレムと呼ぶ）を，医療者

は捉えることが理想である(1)と言われている． 
プロブレムを把握・解消するために看護師は患者

の訴え(主観データ)を収集する必要がある.患者の訴
えは患者が語るものだけでなく，患者の表情・しぐ

さなどから患者の不安・異常を観察し,それに基づき
思考する(2)という非言語コミュニケーションを含む

高度な能力である．本研究ではこの能力を看護観察

知と呼ぶ. 
看護観察知は経験知であり体系化が難しく，それ

を病院内で共有するには,ナラティブが有効である
と言われている(3).ナラティブは看護師の実践をスト
ーリー形式で記述したものであり、そこから看護師

の臨床で経験した出来事における観察や考え方を知

ることができる．一方で,ナラティブから看護観察知
を学ぶには、看護観察知の理解に不可欠であるがナ

ラティブに表出されていない情報（以降は潜在情報

と略記）を見いだすこと,その潜在情報が看護観察知
を理解するうえで果たす役割を認識すること, が難
しいという障壁がある.この障壁を軽減し,看護観察
知を学びやすいナラティブベースの教材を作成する

ことが本研究の目的である． 
その第一歩として,本稿ではナラティブのどこに

看護観察知の学びに重要な情報が潜在しているの

か・看護観察知の価値はどのようなものかをナラテ

ィブから明示する手法について検討する．具体的に

は，看護観察知を理解するうえで必要だがナラティ

ブに含まれない情報を収集するためのインタビュー

手法と，収集した情報が看護観察知の理解において

果たす役割のモデリング手法が含まれる． 
 

2. 看護観察知の教材としてのナラティブ 
本稿では，多様な看護観察知のうち以下の 2つを

教育目的として，看護観察知の教材としてのナラテ

ィブが含む情報を検討する． 
 不断の注意力：患者のケアと一見関係なさそうな
ことについても普段からよく観察している．（注

意力と略記） 
 即興的実践力：観察したことを，即興的に医療行
為での工夫に活かせる．（即興力と略記） 
ナラティブは，看護観察知の発揮の表出であるが，

ナラティブから看護観察知を理解することには,ナ
ラティブには潜在情報があることや，そこに含まれ

る情報が看護観察知で果たす役割が曖昧であること

に難しさがある．このことを、以下のナラティブに

そって説明する．  

肺炎による呼吸不全を患っている Sさんに対し,
入眠よりナルコーシス(麻痺状態)が発生した.呼
吸を維持するために眠らせないことがここで

は大切である．そこで，とっさの判断で Sさん
と民謡を一緒に歌うことにした.結果 S さんは
会話ができるまで回復した． 
このナラティブを理解するには，以下の情報を合

わせて知る必要である．しかし，上述のナラティブ

では，それを聞き手が推察するという前提に語られ

ており，明示されていない． 
1. 眠らせないためには,普通なら世間話する 
2. 高齢男性は世間話を好まない傾向がある 
3. Sさんは民謡なら歌ってくれそうと考えた． 
4. 観察の根拠は，数日前にデイルームで民謡が流
れていた時に，Sさんがそれに反応しているよ
うに思われた． 

S さんに民謡を歌わせたことを即興力の発揮として
理解するには 1と 2を知る必要がある.さらに，3の
考えとそれが 4という観察に基づいたものであるこ
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とを知る必要がある．また，4 が注意力の発揮であ
ることを教える必要がある． 

3. 看護観察知を顕在化するインタビュー手法 
看護観察知を理解するうえで重要な潜在情報を熟

練看護師からインタビューし，それに基づいて，看

護実践をモデリングすることで，看護観察知の学習

教材を構成する． 
3.1 潜在情報のインタビュー 
潜在情報をインタビューで収集するためには，イ

ンタビュアーに必要な知識を整理することが第一歩

となる．そこで看護観察知の潜在情報を，看護観察

知の理解における役割という観点から整理する．表

１に 2章に示した情報が果たす役割を示す． 
表 1 看護観察知の潜在情報とその役割 
潜在情報 役割 質問文 

世間話をする 通常の手段から

の逸脱の明確化 
（即興力） 

通常はどうするので

すか？ 

年配の男性は世

間話を好まない 
工夫の必要性の

明確化 
（即興力） 

通常のやり方ではな

ぜだめなのですか？ 

デイルームで S
さんが民謡に反

応していた 
（主観データ） 

工夫を想起させ

た観察の明確化 
（注意力） 

どうして民謡であれ

ば可能だと考えたの

ですか？ 

このような、看護観察知の理解において情報が果

たす役割の整理を現在進めている．これは教材化に

向けてのインタビューの基礎というだけでなく，相

対的に経験の浅い看護師がナラティブを理解する際

のガイドとなる． 
3.2 医療行為とその目的のモデリングに基づく看護

観察知の見える化 
潜在情報をインタビューで収集し，それを学習者

に示すだけでは,看護観察知を理解させるのは難し
い.その一因として，ナラティブには多様な医療行為
が含まれているが，それらが看護観察知を理解する

うえで果たす役割には曖昧性があることに注目する.
この役割を明示化させるために,本研究ではプロブ
レムモデリング(4)を活用する.プロブレムモデリング
とは,あるプロブレムの解消（目的）と，その手段の
関係を時系列で表現したものである.医療行為には
プロブレム（目的）・行為・手段を示すという役割が

ある．2 章で示したナラティブのモデルを図 1 に示
す. 
まず即興力として,「民謡を歌わせる」という行為
がなぜ特殊なのかは，それが「患者を眠らせない」

という行為の手段であり，それが通常行われている

「世間話をする」という手段と比べて特殊であるこ

とが表現されている．つまり,普段なら世間話をする
のに対し,Sさんが民謡に反応していることに気付い
ていたことを活かし民謡を歌わせたというのが熟練

看護師の工夫である. 
この工夫するに当たり即興力が発揮されているこ

とが以下のように表現される．まず,Sさんに（世間
話が拒絶される可能性が高いのに対し）民謡を歌わ

せることができると考えた根拠（主観データ）がい

つ収集されたものであるのかは,以前にデイルーム
で流れていた民謡のメロディに Sさんが反応してい
るように思われたというものである.この主観デー
タを収集した際,デイルームで収集できたことは分
かっているものの,その目的・行為については不明で
ある.ここで重要なのは,この主観データの収集が何
らかの目的を持った行為ではなかったことである．

患者に対し特定の目的がなくとも注意深く観察して

いること，すなわち注意力が発揮されていることを

表現している． 
このモデリングにおいて，行為は時系列にそって表

現される．これは，インタビューを受ける熟練看護

師や，患者コミュニケーション教材としてナラティ

ブを学ぶ看護師が，自らの行為を振り返ること，ナ

ラティブを業務内に位置づけることを容易にするこ

とを意図している． 

 
図 1 目的・行為・手段の関係モデル 

4. むすび 
本稿では熟練看護師が語るナラティブについて看

護観察知を理解するうえで必要な情報を収集するイ

ンタビュー手法について述べた.収集された情報を

付加したナラティブおいて，看護観察知がどのよう

に存在するのかモデルにより表現する手法を示した．

モデルは，プロブレム（目的），行為，手段を峻別す

ることを意図したものであるが，観念的なものにと

どまっている．ナラティブの分析をすすめることで，

インタビュー知識とモデルの表記方法を洗練させた

い．  
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